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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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計測分析装置の分析データ共通フォーマット 

Common format for measurement and analysis data 

 

1 適用範囲 

この規格は，研究開発用及び産業用の計測分析装置並びにソフトウェアが，次の a)～c)を実施するとき

に具備するべきデータフォーマットの構造部分について規定する。 

a) 取得した計測分析データ，計測分析過程，試料情報，前処理工程及びログの記録 

b) 取得した計測分析データの異なるシステム間での送受信 

c) 計測分析過程の設計及び指示に関する情報の記載 

この規格は，計測分析装置の操作機器，制御コンピュータ，又は解析するコンピュータを用いて取得す

るデータ，並びに試料情報及び計測分析条件をデジタル化して取り出す場合に適用する。この規格を適用

して記載したデータは，計測分析装置，制御コンピュータ又は解析するコンピュータから独立して，サイ

バー空間などで共通に利用することが可能である。 

注記 この規格において，独立した用語として“計測分析”を用いる場合は，特定の目的をもって計測，

分析，又は一連の工程として計測及び分析を含む行為を指している。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS X 0001 情報処理用語－基本用語 

JIS X 4158 XML 名前空間 

注記 World Wide Web (W3C) Recommendation（以下，W3C 勧告という。），XML Namespaces，

Namespaces in XML（14 January 1999）に対応している。 

JIS X 4159 拡張可能なマーク付け言語（XML）1.0 

注記 W3C 勧告，XML，Extensible Markup Language（XML） 1.0 （Third Edition），（4 February 2004）

に対応している。 

JIS X 5093 XML 署名利用電子署名（XAdES）の長期署名プロファイル 

注記 ETSI TS 101 903 XML Advanced Electronic Signatures（XAdES）v1.3.2 に対応している。 

JIS X 5810-1 多目的インターネットメール拡張（MIME）－第 1 部：インターネットメッセージ本体

のフォーマット 

注記 Internet Engineering Task Force (IETF) Request for Comments (RFC) 2046 Multipurpose Internet Mail 

Extensions (MIME) Part Two: Media Types に対応している。 

ISO/IEC 21320-1，Information technology－Document Container File－Part 1: Core 


